
第2388号）昭和34年7月24日
第三種郵便物認可（け ん せ つ）月3回刊1・

10・20日発行（2022年5月1日（2）

4
月
13
日
、
国
会
議
員
会
館
で

「
ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
企
業
が
参
加

す
る
補
償
基
金
制
度
創
設
を
求
め

る
請
願
署
名
提
出
集
会
」
を
首
都

圏
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
統
一
本

部
と
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
全
国

連
絡
会
の
共
催
で
行
な
い
、原
告
、

弁
護
団
、
支
援
組
合
な
ど
の
約
2

0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
中
村
隆
幸

統
一
本
部
本
部
長
（
東
京
土
建
委

員
長
）
は
「
最
高
裁
判
決
か
ら
早

く
も
1
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
裁
判
で
責
任
が
確
定
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
企

業
の
し
ん
し
な
謝
罪
が
な
い
の
は

許
せ
な
い
。
企
業
も
拠
出
す
る
補

償
基
金
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
が

今
後
の
た
た
か
い
の
中
心
と
な

る
。
一
日
も
早
い
解
決
に
向
け
て

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

約
６
万
筆
を

手
渡
す

北
川
誠
太
郎
統
一
本
部
事
務
局

長
が
報
告
。
訴
訟
の
到
達
点
を
解

説
し
た
上
で
、
「
全
面
救
済
に
は

最
高
裁
判
決
の
弱
点
（
違
法
期
間

の
短
さ
、
屋
外
作
業
者
の
除
外
、

建
材
企
業
の
一
部
に
責
任
を
限
定

し
た
こ
と
）
を
克
服
し
、
給
付
金

法
の
改
正
が
必
要
。
ま
た
建
材
企

業
の
真
剣
な
謝
罪
と
補
償
基
金
へ

の
拠
出
を
追
及
す
る
。
そ
の
た
め

に
新
し
い
請
願
署
名
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
請
願
の
紹
介
議
員
な
っ

て
も
ら
う
た
め
の
行
動
を
集
会
終

了
後
に
行
な
う
。6
月
7
日
に
は
、

全
国
一
斉
で
『
建
材
企
業
訴
訟
』

を
提
訴
す
る
。
ま
た
5
月
20
日
に

は
日
比
谷
野
音
で
大
集
会
も
開
催

し
、
運
動
を
強
化
す
る
」
な
ど
と

話
し
ま
し
た
。

大
石
晃
子
（
れ
い
わ
）
、
篠
原

豪
、
森
山
浩
行
、
近
藤
昭
一
（
以

上
、
立
民
）
、
宮
本
徹
、
田
村
貴

昭
、
武
田
良
介
（
以
上
、
共
産
）

の
国
会
議
員
が
連
帯
の
あ
い
さ
つ

を
行
な
い
、
他
に
議
員
秘
書
11
人

が
出
席
し
ま
し
た
。
出
席
議
員
ひ

と
り
一
人
に
、
6
万
筆
弱
の
請
願

書
名
を
手
渡
し
ま
し
た
。

4
月
19
日
、
国
会
議
員
会
館
前

で
月
例
の
総
が
か
り
行
動
が
行
な

わ
れ
、
9
0
0
人
（
東
京
土
建
は

50
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
菱
山
南
帆

子
さ
ん
は
「
連
日
報
道
さ
れ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
情
勢
か
ら
、
戦
争
の

残
虐
性
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
さ
れ

る
。
一
方
、
日
本
で
は
こ
れ
に
乗

じ
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
と
か
、
改

憲
を
発
言
す
る
政
治
家
が
い
る
。

彼
ら
が
も
し
戦
争
に
な
っ
た
場
合

は
最
前
線
に
立
つ
こ
と
は
な
い
だ

ろ
う
。
命
を
軽
ん
じ
る
、
戦
争
す

る
国
づ
く
り
に
徹
底
し
て
反
対
の

声
を
上
げ
続
け
よ
う
。
戦
争
廃
絶

に
向
け
た
日
本
の
国
際
的
役
割
へ

の
道
を
切
り
拓
こ
う
」
な
ど
と
話

し
ま
し
た
。

市
民
か
ら
は
3
人
が
ス
ピ
ー

チ
。
改
憲
問
題
対
策
法
律
家
6
団

体
連
絡
会
の
森
孝
博
弁
護
士
は
、

国
会
の
憲
法
審
査
会
は
自
民
、
公

明
に
加
え
、
国
民
民
主
、
維
新
が

加
勢
し
て
改
憲
議
論
の
促
進
が
行

な
わ
れ
る
危
険
な
状
況
に
あ
る

と
、
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
立
憲
野
党
か
ら
は
伊
波

洋
一
（
沖
縄
）
、
福
島
瑞
穂
（
社

民
）
、井
上
哲
史
（
共
産
）
、石
垣

の
り
子
（
立
民
）
の
議
員
が
連
帯

の
ス
ピ
ー
チ
を
行
な
い
ま
し
た
。

4
月
16
日
、
亀
戸
中
央
公
園
で

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
首
都
圏
集
会
」

（
主
催
：
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」

1
0
0
0
万
人
署
名
市
民
の
会
）

が
開
催
さ
れ
、
2
3
0
0
人
（
東

京
土
建
は
1
9
1
人
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
ル
ポ
ラ
イ

タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
は
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
の

戦
争
を
止

め
ら
れ
な

い
こ
と
は

残
念
で
な

ら
な
い
。

こ
れ
に
乗

じ
て
安
倍

元
首
相
や

右
派
の
人

々
が
軍
備

増
強
、
核

保
有
な
ど

の
発
言
を

す
る
と
い

う
醜
態
を

私
た
ち
は

見
せ
ら
れ

て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

攻
撃
で
、
核
使
用
の
恐
怖
と
原
発

の
危
険
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

戦
争
の
中
で
原
発
が
核
爆
弾
と
同

じ
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
原
発
を
停
止
す
る
、
核
兵
器

を
廃
絶
し
て
い
く
、
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
運
動
を

強
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。そ

の
後
、
「
東
電
刑
事
裁
判
と

汚
染
水
の
海
洋
放
出
に
つ
い
て
」

「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
破
綻
と
下

北
の
現
状
に
つ
い
て
」
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
に
つ
い
て
」
な
ど
つ
い

て
、
5
人
の
発
言
が
あ
り
、
閉
会

に
あ
た
り
作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん

が
発
言
。「
原
発
の
あ
る
国
に
生
き

る
こ
と
を
耐
え
る
必
要
が
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
私
た
ち
は
確
認
し
た
。
お
か

し
い
も
の
に
は
お
か
し
い
と
声
を

上
げ
続
け
よ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
「
原

発
な
く
せ
」「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和

を
」な
ど
と
コ
ー
ル
し
、錦
糸
町
ま

で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

4
月
15
日
、
有
楽
町
イ
ト
シ
ア

前
で
全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委

員
会
は
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
（
人
間
ら

し
い
働
き
方
）
を
求

め
る
宣
伝
行
動
を
行

な
い
、
約
50
人
（
5

人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

降
雨
で
、
宣
伝
物
の
配
布
は
控

え
、
参
加
者
は
プ
ラ
ス
タ
ー
ボ
ー

ド
を
掲
げ
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

6
人
の
弁
士
が
代
わ
る
代
わ
る

発
言
。
東
京
地
評
の
中
村
修
一
労

働
政
策
局
副
局
長
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
を
き
び

し
く
批
判
し
、
「
こ
の
事
態
で
世

界
的
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
高
、

穀
物
価
格
の

高
騰
を
引
き

起
こ
さ
れ
て

い
る
。日
本
で
も
物
価
が
高
騰
し
、

円
安
ド
ル
高
が
拍
車
を
掛
け
て
い

る
。
物
価
高
、
消
費
税
や
年
金
、

医
療
保
険
の
負
担
は
個
人
の
努
力

で
は
限
界
が
来
て
い
る
。
日
本
経

済
の
エ
ン
ジ
ン
は
大
企
業
な
ど
で

は
な
く
、庶
民
の
懐
具
合
が
カ
ギ
。

賃
上
げ
で
こ
そ
現
状
打
開
で
き

る
。
最
賃
の
1
5
0
0
円
引
き
上

げ
が
多
く
の
労
働
者
に
好
影
響
を

与
え
る
。
賃
上
げ
に
は
労
働
組
合

の
役
割
が
重
要
。
労
組
に
加
入
し

よ
う
」
な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

4
月
20
日
、全
労
連
会
館
で「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
反
対
連
絡
会
学

習
会
」
を
開
催
し
、
会
場
参
加
19

人
（
東
京
土
建
は
9
人
）
と
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
の
参
加
68
（
東
京
土
建
の
支

部
は
15
）
で
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
木
村
潮
人
東

京
土
建
書
記
次
長

は
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
発
足
か
ら

7
年
。
政
府
は
便

利
に
な
る
と
け
ん

伝
す
る
が
、
コ
ロ

ナ
給
付
金
や
税
務

申
告
な
ど
で
は
不

便
に
な
る
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
デ
ジ
タ
ル

改
革
（
Ｄ
Ｘ
）
の
真
の
ね
ら
い
を

今
日
は
学
び
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

黒
田
充
自
治
体
情
報
政
策
研
究

所
代
表
が
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と

題
し
て
講
演
。
黒
田
氏
は
、
「
国

民
の
個
人
情
報
」
（
デ
ー
タ
）
を

「
新
た
な
価
値
創
造
の
源
泉
」（
も

う
け
の
タ
ネ
）
に
す
る
こ
と
が
狙

い
で
、
「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
情
報

漏
洩
が
怖
い
」
と
い
う
レ
ベ
ル
に

と
ど
ま
っ
て
い
て
は
ダ
メ
と
し
、

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
と
は
何
か
、

そ
れ
が
引
き
起
こ
す
人
権
侵
害
な

ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

講
演
後
、
医
療
、
教
育
、
税
務

の
分
野
か
ら
特
別
報
告
も
あ
り
、

問
題
の
理
解
が
深
め
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
五
箇
谷
日
出
雄
さ

ん
（
荒
川
）
は
「
統
制
が
強
ま
る

こ
と
が
恐
ろ
し
い
。
孫
の
学
校
で

も
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
渡
さ
れ
て
い

る
。
将
来
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
か

心
配
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

建
材
企
業
は
基
金
に
参
加
を

アスベスト

東京地評を代表して
発言する中村さん

人
間
ら
し
い
働
き
方
を

国
民
春
闘
共
闘
で
有
楽
町
宣
伝

大石議員（左）に署名を手渡す中村委員長

「東電刑事裁判と汚染水の海洋
放出について」の発言する福島
からの参加者

脱
原
発
、戦
争
や
め
ろ

２
３
０
０
人
で
集
会
、デ
モ

錦糸町までデモ行進する東京土建らの隊列

マイナ連絡会

個
人
情
報
は
も
う
け
の
種

Ｄ
Ｘ
の
問
題
点
学
ぶ

主催者あいさつする菱山さん

戦争する国づくりNO
改憲許さず月例国会前行動

講演する黒田さん

求

人

求

職

国
会
議
員
に
署
名
提
出

国
会
議
員
に
署
名
提
出


